
資料２ 

第第５５次次京京都都市市男男女女共共同同参参画画計計画画（（案案））＜＜概概要要版版＞＞  

第５次京都市男女共同参画計画（案）について市民の皆様の御意見を募集します 

募集期間  

 ○ 令和３年４月 ●日（ ）～令和３年５月 ●日（ ）【必着】 

                    詳しくは最後のページへ！ 

 

 

 計画の位置づけ 

 本計画は，「男女共同参画社会基本法」及び「京都市男女共同参画推進条例」に基づき，本

市が男女共同参画を推進するうえでの基本的な考え方を示す総合的な計画です。 

「配偶者暴力防止法」に規定された配偶者からの暴力防止及び被害者の保護のための施策の実

施に関する基本計画を「京都市ＤＶ対策基本計画」として盛り込むとともに，「真のワーク・

ライフ・バランス推進計画」を統合し，一体的に取り組みます。 

 本計画の目指す男女共同参画社会 

 人口減少社会や人生１００年時代の到来を見据え，働き方・暮らし方の変革等に対応し，「市

民ひとりひとりが，性別にかかわりなく個人として尊重され，様々な分野でいきいきと活動す

ることができる社会」の実現に向けて，本市が目指すべき男女共同参画社会像を下図のとおり

設定します。この社会像は，「ＳＤＧｓ※１」の理念である「誰ひとり取り残さない」社会，ま

た，あらゆる危機を乗り越えて将来にわたって人々がいきいきと暮らせる「レジリエンス※２」

の高い持続可能な社会の実現にもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※１ ＳＤＧｓ：ＳＤＧｓは，「誰ひとり取り残さない」多様性と包摂性のある持続可能な社会の実現のための１７の国際目標です。 

※２ レジリエンス：人口減少や少子高齢化のみならず，地域コミュニティの希薄化，地震や台風といった自然災害などの都市が抱える課題の

中，「持続可能性」とともに，あらゆる危機に対応・克服できる能力を意味する「レジリエンス」がまちづくりのキーワードとなっています。 

 

※本冊子は概要版です。プランの詳 

 細は下記のＨＰをご覧ください。 

  

性別による格差がなく，誰もが 
あらゆる分野で活躍できる社会 

あらゆる暴力が根絶され，誰もが 
安全・安心に暮らせる社会 

誰もが人権を尊重され， 
また健康的に暮らせる社会 

 性別による格差をなくし、誰もが自らの意思に基づきあらゆる分野において、 
個性と能力を発揮でき、様々な「つながり」の中で、ライフスタイルや 
ライフステージに合わせて、生きがいとゆとりのある充実した暮らしが実現した社会 

 あらゆる暴力の根絶と、困難な状況に置かれている 
方へのきめ細かな支援等により、誰もが取り残される 
ことなく、安全・安心に暮らせる社会 

 男女共同参画の理念が広がり、誰もが個人として 
尊重され、また性に関する相互理解が進み、 
心と体を健康にして暮らせる社会 

仮 
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 これまでの取組及び成果 

〇 現行の第４次京都市男女共同参画計画（平成２３年度～令和２年度）においては，重点分

野である「ＤＶ対策の強化」や「真のワーク・ライフ・バランス※の推進」をはじめ，様々

な施策を実施してきました。 

  ※ 仕事と家庭生活の調和だけでなく，地域活動や社会貢献活動等に積極的に参加することによって，心豊かな人生を送ることができると 

      いう,京都市独自の考え方です 

 

〇 平成２３年１０月には，京都市ＤＶ相談支援センターを設置し，初期の相談から自立支援

まで，ＤＶ被害者に対して切れ目のない支援を行うととともに，啓発等の取組を推進してい

ます。また男性のＤＶ被害者及び加害者を対象とした電話相談を開始するなど，相談対応の

充実を図っています。 

 

〇 「真のワーク・ライフ・バランス推進計画」（平成２４年３月策定）の推進と合わせて，

企業の支援や安心して子育てできる環境整備，市民への啓発を進め，「真のワーク・ライフ・

バランス」の認知度・実現度の向上や，企業における取組の進展につながっています。 

 

〇 平成２７年３月には，「輝く女性応援京都会議」を発足させ，女性の活躍推進について，

経済団体等と行政が連携してオール京都体制で取り組んでいます。 

 

 

 現状と課題  

〇 少子高齢化，人口減少が急速に進展する中で，社会全体が持続して発展していくためには，

長時間労働の見直し，多様で柔軟な働き方の促進，男女の待遇格差の是正，女性の活躍推進

の取組などが不可欠です。また，全ての人々が，希望に応じた持続可能な働き方，学び方，

生き方を選択できるようになることが求められています。男性も女性も，仕事と家事・育児・

介護などのケアワークに主体的に関わることが，生涯にわたって自立した生活を維持するこ

とに役立ちます。 

 

〇 配偶者からの暴力事案については，全国的にも増加傾向にあり，被害の深刻さについても

認識が高まっています。被害者に対して切れ目のない支援を行うとともに，社会全体で暴力

を防止するために，市民への普及啓発や若年層に対する教育等が重要です。また，ひとり親

など困難を抱える女性に対する支援や，性的少数者の方々への理解の促進と困難の解消に向

けた取組も必要です。 

 

〇 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い，増大する家庭責任が女性に偏りがちであること，

飲食，観光，サービス業や非正規に占める女性の割合が高いため，女性がより職を失いやす

いこと，ＤＶや性被害，性暴力が増加することなど，諸課題が顕在化したことから，平常時

からあらゆる分野に男女共同参画の視点が必要であることが再確認されました。一方では，

テレワークや時差出勤など多様で柔軟な働き方が進むとともに，新たな暮らし方や価値観が

もたらされる可能性もあり，男女共同参画の推進の契機とする必要があります。 
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 計画の期間 

 令和３（２０２１）年度から令和７（２０２５）年度までの５年間とします。 

 

 計画の体系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１ 性別による格差がなく，誰もがあらゆる分野で活躍できる社会の実現 

施策の方針 推 進 施 策 

基本目標２ あらゆる暴力が根絶され，誰もが安全・安心に暮らせる社会の実現 

基本目標３ 誰もが人権を尊重され，また健康的に暮らせる社会の実現 

１．仕事と生活の調和と， 
 男性の家庭生活への参画促進 

① 多様で柔軟な働き方の促進や仕事と家庭生活等の両立支援 
② 男女が共に安心して子育てできる環境の整備 
③ 介護者の負担軽減につながる介護サービスの実施 
④ 男性にとっての男女共同参画の意義の理解及び実践の促進 
⑤ 企業における男性の家庭への参画促進に向けた環境整備 
① オール京都での女性活躍推進 
② あらゆる分野における女性活躍の推進 
③ 雇用における男女の均等な機会と待遇の確保 
④ 京都市役所における男女共同参画に向けた条件づくり 
⑤ 意思決定の場に男女が共に参画できる条件整備 
⑥ 京都市の附属機関等における男女構成比の均衡の確保 
① 多様な主体の参画による地域コミュニティの活性化の推進 
② 男女共同参画の実現を⽬指した市⺠活動への支援 
③ 防災・復興における男女共同参画の推進 
④ 生涯学び続けることができる機会の提供 

推 進 施 策 

推 進 施 策 

２．女性活躍の推進 

３．男女共同参画の視点での 
 「市⺠⼒，地域⼒」の向上 

「
真
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・ 

 
 

 

バ
ラ
ン
ス
」
の
推
進 

重点 

施策の方針 

① ⾼齢者，障害者，外国籍市⺠等に対する支援の充実 
② ひとり親家庭の生活の安定と自立促進 
③ 性の多様性や性的少数者に関する理解の促進と困難の解消に向けた支援 

４．ＤＶ対策の強化と 
 あらゆる暴⼒の根絶 

５．さまざまな困難を 
 抱える方への支援 

① 男女共同参画意識の醸成に向けた啓発 
② 男女共同参画に関する調査・研究の推進 
③ 京都市男女共同参画センター「ウィングス京都」を拠点とした啓発 
④ 家庭や地域が一体となった教育の推進  
⑤ 性に関する様々な悩みを解決するための相談 
① 性に関する情報提供・相談 
② 人権尊重の精神に基づく「性に関する指導」の推進 
③ 男女それぞれに特有な病気の予防対策 
④ ライフステージに応じた心身の健康の保持・増進 
⑤ 妊娠・出産期における健康管理の支援 
⑥ 乳幼児のすこやかな発育・発達の支援 

６．人権尊重に向けた 
 広報・啓発及び教育 

７．性に関する理解・尊重と， 
 心と体の健康づくり 

１．京都市ＤＶ対策基本計画 
 ア 被害者の早期発見及び相談体制の充実 
 イ 関係機関との連携協⼒の推進 
 ウ 被害者の保護及び自立支援の充実 
 エ 市⺠への普及啓発 
２. セクシュアル・ハラスメントやストーカー，性暴⼒等の根絶 
 ① 各種ハラスメント防止対策の推進 
 ② 性犯罪・性暴⼒の根絶に向けた取組 

施策の方針 

重点 

ＤＶ対策 
の強化 
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 重点的に取り組む事項 

 社会経済情勢等の変化，市民の意識や日常生活の状況，第４次京都市男女共同参画計画での

取組の成果と課題を踏まえ，「『真のワーク・ライフ・バランス』の推進」，「ＤＶ対策の強化」

を，引き続き，計画の重点分野として取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点分野１ 「真のワーク・ライフ・バランス」の推進 

少子高齢化の進行等による生産年齢人口の減少や人生１００年時代が到来する中，

持続可能な社会の実現のためには，ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らし

い仕事）が実現され，長い現役世代を前提として，ライフスタイルやライフステージ

に応じた，多様で柔軟な働き方，生き方が選択できる社会の構築が求められています。 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い，テレワークをはじめとしたオンラインの

活用により，場所の制約を受けない柔軟な働き方が普及することで，時間を有効活用

でき，仕事以外の時間にゆとりができるなど，暮らし方に新たな可能性がもたらされ

ています。 

このような状況の中，市民ひとりひとりが仕事と生活を調和し，地域社会とつなが

りをもち，多様な活動に参加するとともに，余暇を楽しみ，健康に暮らせることで，

生きがいのある心豊かな人生を送ることを目指す「真のワーク・ライフ・バランス」

の取組は，誰もがあらゆる分野で活躍できる男女共同参画社会の実現に向けて一層重

要となっていることから，本計画の重点分野として取り組みます。 

重点分野２ ＤＶ対策の強化 

ＤＶは重大な人権侵害であり，誰もが安心・安全に暮らせる男女共同参画社会を形成

していくうえで，克服しなければならない重要な課題です。昨今社会問題となっている

児童虐待は，家庭内で様々な暴力が重なり合って発生する可能性が高いことも認識され

てきました。 

また，新型コロナウイルス感染症の影響により，加害者・被害者共に生活不安やスト

レス等を抱えることに加え，加害者が家にいる時間が増えたために，被害に遭っても通

報や避難ができないおそれもあり，被害の増加や深刻化が懸念されています。 

このような状況の中，ＤＶ被害相談の初期の段階から，地域で自立生活する段階にわ

たり，フェーズごとに，切れ目なく，一体的に支援できるよう，ＤＶ対策をより一層総

合的，計画的に進めていく必要があることから，本計画の重点分野として取り組みます。 
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 社会のあらゆる分野において，性別にとらわれることなく，自らの意思に基づき，個性と能

力が発揮できる社会の実現に取り組みます。また就業の形態やニーズが多様化する中，仕事，

家庭生活，地域生活など，自らを取り巻く様々な「つながり」の中で，ライフスタイルやライ

フステージに合わせて，多様な選択肢の中から「生き方」，「働き方」を選ぶことで，単なる生

活時間の「バランス」だけではなく，生きがいをもって生活できる「真のワーク・ライフ・バ

ランス」の実現を目指します。 

★ 施策の方針 

 １．仕事と生活の調和と，男性の家庭生活への参画促進 

   長時間労働の解消，多様な働き方が柔軟に選択可能な「働き方改革」や，安心して子育てや介護がで

きる環境整備を進めるとともに，男女が協力して家事・育児・介護等を行うことの重要性について，意

識の醸成に一層取り組み，育休の取得をはじめとした，きっかけづくりや具体的な機会を提供するなど，

男性の家庭生活への参画を促進し，「真のワーク・ライフ・バランス」の実現につなげます。 

 ２．女性活躍の推進  

   政策・方針決定過程に男女が共に参画し，女性の活躍が進むことは，様々な視点が確保されることに

より，社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある持続可能な社会を生み出すとともに，あらゆる

人が暮らしやすい社会の実現につながります。 

   京都市では，「輝く女性応援京都会議」においてオール京都体制で,女性活躍に向けた人材発掘や能力

開発等を推進します。 

   また，女性のキャリア形成支援や管理職への登用，男性の育児休業取得率の向上などを中心に，京都

市役所の取組を加速します。市政運営においても，審議会などの附属機関等において，引き続き男女が

共に参画できるよう取り組みます。 

 ３．男女共同参画の視点での「市民力，地域力」の向上 

   多様な担い手の参画による地域の課題解決や活性化に向けて，自治会などの地域団体とも連携し，地

域コミュニティ活動における男女共同参画の促進を図ります。ライフスタイルやライフステージに合わ

せて地域活動に参加することは，「真のワーク・ライフ・バランス」の実現にもつながります。 

   また，男女共同参画の視点に立った防災対策を進めるために，性別や年齢に関わらず多様な担い手が

活躍できるよう，取組を進めます。 

★ 目標数値 

項目 現状値 目標値 

本市職員における管理職員に占める女性職員の割合 １８．９％（Ｒ２） ２５％ 

本市職員における男性職員の育児休業取得率※ 

※ 国と同様，原則として１箇月以上の育児休業の取得についても促進します。 
２５．３％（Ｒ１） ３０％ 

本市附属機関等のうち，男女いずれの委員の登用率も３５％ 

以上である附属機関等の割合 
６７．４％（Ｒ１） ７０．０％ 

 これらの指標については，京都市役所が率先して取り組み，効果的な取組を民間企業にも共有できるよう

検討します。 

 

基本目標１ 性別による格差がなく，誰もがあらゆる分野で活躍できる社会の実現 
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 配偶者等からの暴力，性犯罪・性暴力やセクシュアル・ハラスメント等の暴力の根絶や，高

齢・障害・ひとり親や性的指向・性自認に関すること等で，困難な状況に置かれている方への

きめ細かな支援等により，安全・安心に暮らせる社会づくりに取り組みます。 

★ 施策の方針 

 ４．ＤＶ対策の強化とあらゆる暴力の根絶 京都市ＤＶ対策基本計画 

   男女間等における，ＤＶやセクシュアル・ハラスメント，性犯罪，性暴力等あらゆる暴力の未然防止・

根絶に向けて，社会的理解の促進や若年層向けの啓発・教育の充実を図るとともに，関係機関との連携

協力を進めます。  

   また， ＤＶ対策として，被害者の相談支援体制を強化するとともに，被害者とその子どもへの安全確

保や自立に向けた支援の充実など，児童虐待等関係機関とも連携し，初期の相談から地域に根差した自

立までの，切れ目のない一体的な支援体制の構築を進めます。 

 ５．さまざまな困難を抱える方への支援 

   新型コロナウイルス感染症の拡大は，社会的に弱い立場にある方に，より深刻な影響をもたらしてい

ます。高齢や外国籍，ひとり親家庭，引きこもり，障害があることに加え，女性であることで複合的に

困難な状況に置かれている方や，性的少数者など生活上の困難を抱えやすい方が安心して暮らせるよう，

生活の支援や環境整備を行います。 

★ 目標数値 

項目 現状値 目標値 

ＤＶの相談窓口の認知度※ 

※ アンケートにて「知っているものはない」と回答した人以外の割合。 
６３．３％（Ｒ１） ７０％ 

ＤＶセンターの「課題解決」の割合※ 

※ 「課題解決」の内容：関係整理，施設入所，保護避難，制度利用，生活安定， 

 機関支援，他支援有。 

６１．７％（Ｒ１） ７０％ 

 

 

 

 男女共同参画社会の実現のためには，誰もが性別に関わらず個人として尊重されることが前

提となります。様々な人権侵害や，「男は仕事，女は家事・育児」といった固定的な性別役割

分担意識を解消し，誰もが自分らしい生き方を選択できるよう，教育・啓発の充実を図ります。

また，性に関する相互理解を促進するとともに，安心の基盤である生涯にわたる健康の実現の

ため，ライフステージに応じて，心身の適切なサポートが得られるように支援します。 

★ 施策の方針 

 ６．人権尊重に向けた広報・啓発及び教育 

   固定的な性別役割分担意識は徐々に解消しつつあるものの，いまだに根強く残っており，実際の役割

分担の変化も十分に進んでいません。男女共同参画の理念が広がり，誰もが活躍できる豊かな社会づく

基本目標２ あらゆる暴力が根絶され，誰もが安全・安心に暮らせる社会の実現 
 

基本目標３ 誰もが人権を尊重され，また健康的に暮らせる社会の実現 
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りに向けて，分かりやすく効果的な広報・啓発を行うとともに，学校や地域，家庭など様々な場面にお

いて，男女平等教育の機会の充実を図ります。 

   さらに，本市における男女共同参画の拠点として，京都市男女共同参画センター「ウィングス京都」

の市民ニーズに対応した機能充実に努めます。 

 ７．性に関する理解・尊重と，心と体の健康づくり 

   男女がお互いの身体的特徴を理解するとともに，女性が自らの意思で妊娠・出産を選択でき，健やか

に社会で暮らすことができるよう，若い世代から性に関する正しい知識の普及啓発に努めます。 

   また，思春期，妊娠・出産期，更年期，高齢期など，ライフステージに応じた，心身の適切なサポー

トが得られるように支援します。 

★ 目標数値 

項目 現状値 目標値 

固定的な性別役割分担意識の解消 

（男は仕事，女は家事・育児という考え方に「反対」という人

の割合※） 

※ 固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）

をなくし，男女共同参画の実現に向けて協力し合って取り組むことが重要であり，

市民の意識の変化を示す一つの指標とします。 

５４．１％（Ｒ１） 
令和元年度よりも

増加 

 

 推進体制 
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募集期間  

 ○ 令和３年４月 ●日（ ）～令和３年５月 ●日（ ）【必着】 

提出方法  

 ○ 郵送，ＦＡＸ，電子メール又はホームページの意見募集フォームで御提出ください。様式は自由で

す。本用紙も御利用いただけます。 

問合せ先及び提出先 

 〒604‐8101 京都市中京区柳馬場通御池下る柳八幡町65 京都朝日ビル8階 

        京都市文化市民局共生社会推進室 男女共同参画推進担当 

電話：０７５－２２２－３０９１ ／ ＦＡＸ：０７５－３６６－０１３９ 

電子メール：ｄａｎｊｏ＠ｃｉｔｙ.ｋｙｏｔｏ.ｌｇ.ｊｐ 

 

【年齢】    歳代  

【区分】京都市在住・京都市在勤・それ以外（○を付けてください。） 

 ※以上は，御意見を取りまとめる際の参考にしますので，差支えなければ御記入ください。 

【御意見記入欄】（※書ききれない場合は，別の用紙に御記入ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第５次京都市男女共同参画計画」（案）についての御意見記入用紙 

発行：京都市文化市⺠局共⽣社会推進室 
   男女共同参画推進担当 
令和３年４月 京都市印刷物第●●●●号  

パブコメくん 

※本冊子は概要版です。プランの詳 
 細は下記のＨＰをご覧ください。 

仮 


